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第４ 高等学校教諭一種免許状を取得する場合 

【根拠規定：法別表第８、規則第 18条の２～第 18条の４、細則別表第１の５の２(3)】 
 
＜表４－６＞ 

基礎となる免許状 

在職年数                            

中学校教諭（専修・ 

一種）免許状(ｱ) 

基礎となる 

在職年数 

基礎となる免許状の校種及び教科での在職年数(ｲ) 
３年 

取得しようとする免許状の種類（高等学校教諭一種免許

状）に応じた在職年数(ｳ) 単位軽減と 

なる在職年数 

 

なし 

＋ 

１年 

＋ 

２年 

最低修得 

単位数 

(ｴ) 

教科及び教科の

指導法に関する

科目 

各教科の指導法（情報通信技術の活用

を含む。）(ｵ) 
2 1 1 

道徳、総合的な

学習の時間等の

指導法及び生徒

指導、教育相談

等に関する科目 

生徒指導の理論及び方

法 
 

2 2 1 

教育相談（カウンセリ

ングに関する基礎的な

知識を含む。）の理論及

び方法 

 

進路指導及びキャリア

教育の理論及び方法 
 

大学が独自に設定する科目(ｶ)(ｷ) 8 6 4 

＜備考＞ 

(ｱ) 中学校教諭二種免許状は「基礎となる免許状」になりません。 

  取得できる高等学校教諭一種免許状の教科は、「基礎となる免許状」の相当教科となります

（＜表４－７＞の「基礎となる免許状（中）の教科」に対応する「取得しようとする免許状

（高）の教科」）。 

(ｲ) P.２ (1) 参照 

(ｳ) P.３ (2) 参照 

(ｴ) 高等学校教諭の普通免許状の授与を受けようとする場合に必要とされる事項を含む科目につ

いて修得します。 

(ｵ) 取得しようとする免許状の教科ごとに修得する必要があります。 

(ｶ) ＜表４－７＞の「教科に関する専門的事項のうち修得が必要なもの」欄に記載があるもの

は、同表の「必要単位数」を含んで修得してください（一般的包括的内容を含む必要はありま

せん）。 

(ｷ) 「指定大学（※）が加える科目」を充てることができます。 

 ※ 指定大学とは、認定課程を有する大学のうち教員養成に関する教育研究上の実績等を勘案

して文部科学大臣が指定した大学（いわゆる「教員養成フラッグシップ大学」。令和４年４月

から取組開始）のことで、東京学芸大学、福井大学、大阪教育大学、兵庫教育大学の４大学

が指定されています。 
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 ＜表４－７＞ 

取得しよう

とする免許

状(高)の教

科 

基礎となる

免許状(中)

の教科 

 

教科に関する専門的事項のうち修得が必要なもの 必要単位数 

国語 国語   

地理歴史 社会 

日本史 
左の科目の

うちから１

科目以上 

１単位以上 
外国史 

人文地理学・自然地理学 

地誌 

公民 社会 

「法律学（国際法を含む。）、政治学（国

際政治を含む。）」 
左の科目の

うちから１

科目以上 

１単位以上 
「社会学、経済学（国際経済を含む。）」 

「哲学、倫理学、宗教学、心理学」 

数学 数学   

理科 理科   

音楽 音楽   

美術 美術   

保健体育 保健体育   

保健 保健   

情報 技術 

情報システム 各科目に 

ついて 

それぞれ 

１単位以上 

情報通信ネットワーク 

マルチメディア表現・マルチメディア技術 

工業 技術 

工業の関係科目 
各科目に 

ついて 

それぞれ 

２単位以上 
職業指導 

家庭 家庭   

外国語 

（各国語） 

外国語 

（各国語） 
  

宗教 宗教   

 

 


